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 入院支援センター開設から1年3カ月が経過した。看護師・薬剤師・クラークの多職種によるチー

ム医療において、マンパワーの有効活用をすすめ、患者サービス向上に努めている。入院支援セン

ターにおける看護師の活動を報告する。 

１．クリニカルパスの説明拡大 

 センター開設前から各科の外来看護師が説明していたパスは、3種類であった。開設当初は、外

来から移行した3種類のパスを説明していたが、診療科や外来・病棟と検討を重ね、少しずつ対応

可能なパスを増やした。現在は、センター看護師が15種類のパス（平均月75件）の説明を実施して

いる。クリニカルパス以外の手術・入院オリエンテーションは、平均月388件実施しており、その

うちの19％がクリニカルパスを用いた説明である。クリニカルパス（患者用）を説明し、入院前に

眼を通してもらうことで、患者や家族は自分の受ける治療のスケジュールの理解を深め、準備を整

えた上で入院することができる。院内で運用中のパスのうち、センターで説明可能なパス全ての対

応を目指して、今後も拡大に努めていきたい。 

２．患者支援の実際 

 看護師は、患者に対する相談への対応を行っている。電話あるいは面談により、入院に関わる相

談や質問への対応を行い、患者の不安の緩和や疑問点の解消が図れるよう努めている。センターに

来訪した患者に電話番号を積極的にアナウンスすることで、医師・外来・病棟に直接かかる電話を

減らし、診療やケアにおける業務の中断の回避を目指している。電話相談は平均月183件、面談で

の相談は平均月43件と開設当初と比べ、相談にかかる業務量は約1.9倍に増加し、多職種で協働し

ながら対応に臨んでいる。 

 外来から病棟へ円滑に入院するために、センターのもつ多職種の専門性を活かし、不安や要望へ

の対応や術前禁忌薬の休薬支援などをきめ細かく実施している。今回、センターで実際に展開して

いる支援の実際を紹介する。 

 センターで実施する業務は、内容や対応方法を関連部署の多職種で検討し、順次拡大を図ってい

る。新たな業務委譲を検討する際は、ぜひ相談の上、患者サービス向上のために、センターの機能

を活用してもらいたい。 
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